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　北海道新聞体任 て胡（制は今次耀現中目 端回 2 邦 2 霊的の 総中嶺部 tこ胡 う 書国雄
益 要 耀 に 記学 雲邦語の）

ば 総 つ辞は外露 可 書 た 任干語呈 郎記 。に六大
だ ／］ ＼ の つ日教。平辞 い 授
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中国は乙のと乙ろ 1
鄭主

任
主導の開放体制に
さまざ

まな矛盾が出ていた 。
保守

派（私
は原則派と呼んでい

るが）の陳雲政治局常務委

員
らが 、乙の
作子みを追及 、

かなり力をつけていた。乙

は胡氏の性格からして大い

れに対して、
今秋の第十三
に有
り得る
ζとだ 。今回は

回党大会
を目前に敬革派が
その責任を取らされたとい

焦りを強めていた 。
乙’
pυ
うのが巌大の理由だ
ろう 。

た状況を打開するために、
学生デモが思やぬ政治改

胡耀
邦氏
P切か 、学生デモを
革 、
民主化要求に発展 、
郎

鼓吹し「大いにやれ」と言
小平主流派指導部、
保守派

っていたと思
われる 。乙れ
を含めて危機感を深めたの

＃t点ピフ 。その責任の取り方
よって、
事態を打開
しよう

歩還って、
郵小平指導部内
というのが 、
事の本質だろ

に分裂が起きたのだるつ 。
う 。

現在 、
開放政策の主柱と
今後 、一時的に越紫陽政

なっている邸小平氏
歩失脚
治局常務委員（首相）が総

さぜるわけにはいかない。
書記代行
伊務めるが 、
問題

そんな乙とをしたら 、
開放
は、
第十三回党大会でだれ

体制がつ
キ33いている中国
が退陣
秒義明している郷小

は、一挙にひつくり・返って
平氏の後継者になるのか。

し事っ 。何とか 、
野小平体
郵氏は後継者と目されてい

制を維持しようというの
た胡氏を切ったわけだか

が 、
原則派
シ援革派のギリ
ら 、
会て予断は許せ
夢、な

ギリの妥協点だった 。その
った 。
郎氏がいでさえ、
乙

ため胡耀
邦氏を切ることに
の混乱ぷ
りだ 。八十二歳の

高齢の
郎氏がい
季、なった

ら 、
中国はとつなるのか 、

極めて不安定
な政治状況に

なってきた 。

今回の胡氏
更送は 、
党内

手続
交矛踏んだとはいえ、

郡氏が自らの政治路
線維持

のために胡氏の首を切った

と見て間違いない、
本来中

央顧問委
主荏に過ぎない鄭

氏が 、
党巌高ポストの総書

記の首を切るのはおかし

い。乙れが中国の今の政治

の体質なのだ。


